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公
共
交
通
機
関
の
「
こ
れ
か
ら
」

路
線
バ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

▪
公
共
交
通
機
関
の
積
極
的
な
ご
利
用
を

　

公
共
交
通
機
関
は
必
要
不
可
欠
な
移
動

手
段
で
あ
り
、ま
た
環
境
に
も
優
し
い
乗

り
物
で
す
。路
線
維
持
の
た
め
、積
極
的
な

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
公
共
交
通
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
、お

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
協
働
課
☎
23
局
３
５
０
４

　

kotsubohan@
city.tahara.aichi.jp

市
内
を
走
る
バ
ス
や
電
車
。汽
笛
を

鳴
ら
し
、三
河
湾
を
進
み
行
く

フ
ェ
リ
ー
。通
勤
・
通
学
・
通
院
な
ど
の

「
足
」と
し
て
、公
共
交
通
機
関
は
必
要
不

可
欠
な
乗
り
物
で
す
。

　

ま
た
、旅
行
の
際
に
車
内
・
船
内
で
話
に

花
が
咲
く
な
ど
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
せ
る
の
も
公
共
交
通
機
関
で
出
か

け
る
醍だ
い
ご
み

醐
味
で
す
。

　

し
か
し
、自
家
用
車
の
普
及
に
伴
い
、バ

ス
や
電
車
な
ど
の
利
用
は
全
国
的
に
年
々

減
り
続
け
、田
原
市
で
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、市
内
を
東
西
に
走
る
路
線
バ

ス
を
取
り
上
げ
、路
線
維
持
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
市
内
を
走
る
路
線
バ
ス

　

現
在
、市
内
で
は
豊
鉄
バ
ス
㈱
の
運
行

す
る「
伊
良
湖
本
線
」と「
伊
良
湖
支
線
」が

基
幹
路
線
と
し
て
、大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、利
用
者
の
減
少
に
よ
る
赤

字
経
営
の
た
め
、市
内
に
お
い
て
は
昭
和

45
年
ご
ろ
か
ら
現
在
ま
で
に
８
路
線
が
廃

止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
路
線
維
持
へ
の
主
な
取
り
組
み

◦
運
行
事
業
者
に
よ
る
65
歳
以
上
の
方
へ

の
割
引
制
度

◦
国
・
県
・
市
に
よ
る
、運
行
事
業
者
だ
け

で
は
路
線
維
持
困
難
な
路
線
に
対
す
る

運
行
支
援
補
助

◦
国
に
よ
る「
地
域
の
生
活
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」構
築
の
た
め
の
補
助
事
業
整

備（
地
域
内
バ
ス
路
線
の
乗
り
継
ぎ
計
画
に

対
す
る
補
助
な
ど
）

◦
市
民
・
事
業
者
・
行
政
で
構
成
す
る「
田

原
市
地
域
公
共
交
通
会
議
」で
の
新
た

な
事
業
展
開
の
検
討
や
利
用
促
進
Ｐ
Ｒ

の
実
施
な
ど

路線バスの小学生運賃が50円に！！
夏休み期間に合わせ、小学生は１乗車５０円で路線バス（豊鉄バス）をご利用できます。これ
を機会に、お子さんと一緒にバスに乗って、すてきな夏休みの思い出をつくってみませんか。

◉実施期間　７月２１日土～８月３１日金
◉乗車方法　乗車時に整理券を取り、降車時に小学生であることを

運転手に伝え、整理券と一緒に５０円を運賃箱に入れてください。
◉対象路線　豊鉄バス全線（伊良湖本線、伊良湖支線など）
　　　　　　  ※津具線、新宿東京エクスプレス・京都豊橋線は除く

▶市民協働課☎23 局3504　豊鉄バス㈱☎（0532）44 局8418

▲路線バス「伊良湖本線」「伊良湖支線」

◉
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
田
原
市
の
実
情
に
あ
っ
た
「
生
活
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、

今
年
度
中
に
市
内
全
世
帯
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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▲豊橋鉄道（渥美線）

▲鳥羽伊良湖航路（伊勢湾フェリー）


